
SU
RVIVE

REIWA

10

だよりJA
JAPAN AGRICULTURAL COOPERATIVES

JA みついし
みついし農業協同組合

0146-34-2011
北海道日高郡新ひだか町三石本桐 224番地6

2026

03 No.288

優駿の里
みついし

CONTENTS

02　つくるひと
03　TOPICS
06　INFORMATION
07　三石産馬の活躍
08　「未来へつなぐ農協のかたち」　理事 /副組合長 前田 宗将
10　「経営中期計画の振り返り」　組合長 澤田祐喜
12　営業時間変更 /送迎バス/4コマ漫画

SU
RVIVE

SU
RVIVE

SU
RVIVE



02J A  M I T S U I S H I

軽
種
馬
・
花
き
を
育
て
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

― 

軽
種
馬 

―

　
人
も
馬
も
健
康
で
、
無
理
の
な
い
環
境
で
過
ご
せ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

― 

花
き 

―

　
病
気
を
出
さ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
暑
さ
対
策
で
す
。
年
々
暑

さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
遮
熱
対
策
を
早
め
に
行
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

軽
種
馬
と
花
き
の
兼
業
で
大
変
な
こ
と
は
？

　
馬
の
種
付
け
や
牧
草
作
業
の
時
期
と
、
花
の
出
荷
ピ
ー
ク
が

重
な
る
と
非
常
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
作
業
時
期
を
調
整
し
な
が
ら
経
営
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
、
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

― 

目
標 

―

　
活
躍
す
る
馬
を
よ
り
多
く
送
り
出
す
こ
と
で
す
。

　
２
０
２
０
年
に
活
躍
し
た
「
ノ
ボ
バ
カ
ラ
」
の
よ
う
な
馬
を
、

も
う
一
度
生
産
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

― 

挑
戦
し
て
い
る
こ
と 

―

　
冬
場
は
青
草
が
採
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
馬
の
生
育
に
は
や

は
り
青
草
が
良
い
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
冬
の
間
稼
働
し
て
い
な
い
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
緑

肥
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
で
は
肥
料
や
土
壌
改
良
剤
と
し
て
利
用
し
、
馬
に
は

青
草
と
し
て
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
軽
種
馬
と
花
き
生
産
を
兼
業
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

　
こ
れ
は
軽
種
馬
と
花
き
生
産
を
兼
業
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
る
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

萩 澤  聖 和 さん
地区：富沢地区
経営体：軽種馬・花き

Q5Q6Q7

家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
両
親
、
祖
母
、
妻
、
そ
し
て
猫
６
匹
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
に
ぎ
や
か
な
毎
日
で
す
。

趣
味
は
何
で
す
か
？

　
野
球
で
す
。

　
現
在
も
三
石
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
仲
間
と
と
も

に
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
特
別
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
家
が
農
家
だ
っ
た
た
め
、
自
然
な
流
れ
で
農
業
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

軽
種
馬
・
花
き
生
産
の
楽
し
い
と
こ
ろ
と
大
変
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

― 

軽
種
馬 

―

　
出
産
の
時
期
は
、
無
事
に
生
ま
れ
て
く
れ
る
か
毎
回
と
て
も

心
配
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
分
、
自
分
の
生
産
し
た
馬
が
レ
ー
ス
で
活
躍
し
、
優
勝

し
て
く
れ
た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で
す
。

― 

花
き 

―

　
長
さ
や
色
合
い
な
ど
、
質
の
良
い
花
が
で
き
た
と
き
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
一
方
で
、
水
管
理
は
非
常
に
気
を
使
う
作
業
で
す
。
ま
た
、

定
植
時
期
を
ど
う
調
整
す
る
か
も
毎
年
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。

Q1Q2Q3Q4

つ く る ひ と

「ゼンカイナダル」の母「エイコオウイング」

萩澤さんの生産馬
「ゼンカイナダル」



03 J A  M I T S U I S H I

TOPICS

　１月 30 日、本桐生活館にて三石軽種馬生産振興
会通常総会が開催され、その中で「令和７年度重賞
競走優勝表彰式」が執り行われました。
　本年度は、三石産馬による重賞競走での勝利が計
19 勝を記録。これに伴い、重賞勝利馬を生産した
13 牧場が表彰されました。
　三石産馬の活躍は、地域
の誇りであり、軽種馬産地と
してのブランド力向上にも大
きく貢献しています。

令和 7 年度 重賞競走表彰式
～ 19 勝の快挙、生産牧場 13 戸を表彰～

令和 7 年度三石産馬重賞競走成績

生産者氏名
レース
開催日

レース名及び賞金 競走馬名
血統

父 母の父
母 母の母

（株）土居牧場 1/3
第 67 回 新春賞 重賞 インベルシオン

キズナ アフリート

園田 1,500 万円 エンブレイス ペシェミョン

（有）ケイアイファーム 1/19
第 72 回 日経新春杯 G Ⅱ ロードデルレイ

ロードカナロア ハーツクライ

中京 5,700 万円 デルフィーノ レディアーティスト

田上 徹 1/23
第 61 回報知グランプリカップ S Ⅲ キングストンボーイ

ドゥラメンテ フォーティナイナー

船橋 1,200 万円 ダイワパッション サンルージュ

（有）木田牧場 2/2
第 30 回シルクロードステークス G Ⅲ エイシンフェンサー

ファインニードル エイシンサンディ

京都 4,100 万円 エーシンパナギア サンタマリアガール

（有）ケイアイファーム 2/24
第 27 回 かきつばた記念 Jpn Ⅲ ロードフォンス

ロードカナロア ダイワメジャー

名古屋 3,000 万円 オーシュペール レディマーメイド

（株）タガミファーム 3/30
第 22 回 はがくれ大賞典 重賞 シンメデージー

コパノリッキー コマンダーインチーフ

佐賀 1,000 万円 イズミコマンダー イズミレディ

田上 徹 4/17
第 8 回 ブリリアントカップ S Ⅲ キングストンボーイ

ドゥラメンテ フォーティナイナー

大井 1,500 万円 ダイワパッション サンルージュ

（有）幌村牧場 7/17
第 15 回 優駿スプリント S Ⅱ ハーフブルー

サンダースノー シニスターミニスター

大井 2,200 万円 アラモアナビーチ トーホウビーナス

（有）ケイアイファーム 8/3
第 73 回 北海道新聞杯クイーンステークス G Ⅲ アルジーヌ

ロードカナロア ディープインパクト

札幌 3,800 万円 キャトルフィーユ ワンフォーローズ

（有）ケイアイファーム 7/20
第 22 回 トレノ賞 重賞 ロードインファイト

キンシャサノキセキ キングカメハメハ

高知 1,000 万円 パルテノン レディパステル

（有）三石川上牧場 8/20
第 3 回 ルーキーズサマーカップ S Ⅲ ロードレイジング

モズアスコット ネオユニヴァース

浦和 1,200 万円 カワカミハナコ マウンテンウーマン

（有）ケイアイファーム 9/14
第 48 回 建依別賞 重賞 ロードインファイト

キンシャサノキセキ キングカメハメハ

高知 1,000 万円 パルテノン レディパステル

米田 和子 10/30
第 3 回 ネクストスター名古屋 重賞 ミモザノキセツ

キタサンミカズキ ダイワメジャー

名古屋 1,000 万円 ウィズリーガーデン デュアルストーリー

（株）千里ファーム 11/18
第 25 回 ローレル賞 S Ⅱ アンジュルナ

Tiz the Law American　Pharoah

川崎 1,200 万円 アイワンダーアズアイワンダー Arienza

（有）下屋敷牧場 11/19
第 36 回 ロジータ記念 ＳⅠ ドナギニー

ラブリーディ ゴールドアリュール

川崎 2,200 万円 ポッドジゼル スイレン

（株）タツヤファーム 11/22
第 61 回 福島記念 G Ⅲ ニシノティアモ

ドゥラメンテ コンデュイット

福島 4,300 万円 ニシノアモーレ ニシノマナムスメ

（有）平野牧場 11/27
第 27 回 兵庫ジュニアグランプリ Jpn Ⅱ トウカイマシェリ

ドレフォン キングカメハメハ

園田 3,000 万円 トウカイミステリー タイキミステリー

田上 徹 12/3
第 17 回 勝島王冠　S Ⅱ キングストンボーイ

ドゥラメンテ フォーティナイナー

大井 2,500 万円 ダイワパッション サンルージュ

( 株 ) 千里ファーム 12/31
第 49 回 東京２歳優駿牝馬 S Ⅰ アンジュルナ

Tiz the Law American　Pharoah

大井 2,000 万円 アイワンダーアズアイワンダー Arienza
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TOPICS

　

１
月
15
日
、
農
協
会
議
室
に
て
Ｊ
Ａ
み
つ
い
し
女
性

部
に
よ
る
「
漬
物
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、こ
こ
数
年
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た「
漬

物
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
代
替
行
事
と
し
て
昨
年
初
め
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
で
第
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

有
志
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
家
庭
自
慢
の

漬
物
を
は
じ
め
、
ご
飯
も
の
や
手
作
り
デ
ザ
ー
ト
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
料
理
が
並
び
ま
し
た
。
当
日
は
15
名

の
部
員
が
参
加
し
、
計
27
品
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
会

場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
女
性
部
で
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

JAみついし女性部 漬物ビュッフェ

　

１
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
静
内
農
業
高
校
で

行
わ
れ
た
「
自
作
ア
ス
パ
ラ
バ
イ
オ
炭
製
作
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
取
り
組
み
は
、
生
産
科
学
科
園
芸
コ
ー
ス
の
２
・

３
年
生
計
15
名
を
対
象
と
し
た
授
業
の
一
環
と
し
て
、

３
年
前
か
ら
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
三
石
地
区
の
生
産
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
ア

ス
パ
ラ
残
渣
を
活
用
し
、
モ
キ
式
無
煙
炭
化
器
を
用

い
た
炭
化
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
型
の
炭
化
器
で
は
あ
り
ま
す
が
、
想
像
以
上
の

高
温
と
な
り
、
近
づ
く
と
日
焼
け
の
よ
う
な
感
覚
を

覚
え
る
ほ
ど
の
熱
量
に
。
ハ
ウ
ス
１
棟
分
の
ア
ス
パ
ラ

残
渣
も
、
約
30
分
ほ
ど
で
見
事
な
バ
イ
オ
炭
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
バ
イ
オ
炭
の
一
部
は
、
今
後
、
三
石
地
区

の
花
き
生
産
者
に
協
力
い
た
だ
き
、
散
布
試
験
を
行

う
予
定
で
す
。
資
源
の
有
効
活
用
と
土
壌
改
良
効
果

の
検
証
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
内
循
環
型
農
業
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

静内農業高校で自作アスパラバイオ炭製作会に参加
～地域連携で資源循環の取り組み～

JAみついし女性部では、
現在部員を募集しています。
興味のある方は、ぜひお気軽に女性部
事務局（担当：金融部 植田）まで
お問い合わせください。

女性部員募集中
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２
月
20
日
、
農
協
会
議
室
に
て
、（
有
）
北
国
肉

牛
商
事
代
表
取
締
役
・
小
野
健
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、

和
牛
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
肉
牛
農
家

お
よ
び
関
係
者
あ
わ
せ
て
25
名
が
参
加
し
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
最
新
の
枝
肉
お
よ
び
素
牛
市
況
、
種

雄
牛
の
動
向
、
さ
ら
に
は
繁
殖
経
営
・
一
貫
経
営
に

お
け
る
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

全
国
の
肉
用
牛
飼
養
戸
数
は
前
年
比
6.8
％
減

少
、
飼
養
頭
数
も
前
年
よ
り
約
七
万
七
千
頭
減
少

す
る
な
ど
、
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
現
状
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
繁
殖
用
雌
牛
頭
数
は

六
十
一
万
千
四
百
頭
と
、
前
年
よ
り
約
二
万
九
千
頭

減
少
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
、
き
の
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

合
同
会
社
・
記
野
聡
史
代
表
に
よ
る
「
牛
の
病
気 

そ

の
判
断
と
対
応
」
に
関
す
る
講
習
会
も
好
評
で
、
日

常
管
理
に
直
結
す
る
実
践
的
な
内
容
に
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
今
後
の
経
営
を
考
え
る
上
で

大
変
有
意
義
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

小野健一氏による和牛講演会を開催

第13回全国和牛能力共進会北海道大会の開催について

～最新市況と経営のポイントを学ぶ～

　令和９年、全国から選び抜かれた和牛が十勝に集結し、生産技
術などを競う和牛の祭典を北海道で初めて開催します！
　また、全国銘柄牛の試食など楽しいイベントも多数予定しています！
詳細は大会 HP からご確認ください。

問い合わせ先
第13回全国和⽜能⼒共進会北海道実⾏委員会事務局

TEL: 011-209-8553

主催 公益社団法⼈ 全国和⽜登録協会
運営 第 13 回全国和⽜能⼒共進会北海道実⾏委員会
開催期間 令和 9 年（2027 年）8 月 26 日（木）～ 30 日（月）
会場 種牛の部会場（牛の体型や資質を審査）
審査会場 音更町　旧・ホクレン十勝地区家畜市場

催事会場
音更町　希望が丘運動公園ほか
肉牛の部会場（牛の肉質を審査）

審査会場
帯 広 市　（ 株 ） 北 海 道 畜 産 公 社 十 勝 工 場 
セリ・参観会場：帯広市　よつ葉アリーナ十勝

催事
イベント会場では全国銘柄和牛の試食や道府県 PR、
人気ゲストによるステージショーなどを開催予定

第 13 回全国和牛能力共進会北海道大会 概要

第13回全国和牛能力共進会 北海道大会

種牛の部 ● 音更町
肉牛の部 ● 帯広市十勝開催

2027 8/26木 ▶ 30月
和牛の祭典2027和牛の祭典2027 全国和牛能力共進会

Wa G
yu Ready?Wa G
yu Ready?

大会マスコット
キャラクター

和ぎゅりー
わ

和牛の次なる一歩は北の大地から
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第 27 回 兵庫ジュニアグランプリ Jpn Ⅱ 
優勝　トウカイマシェリ号　[２歳牝馬 ]

本桐 ｜ 平野牧場生産
　デビュー以来コンビを組む鮫島克駿騎手とともに、兵庫ジュニア
グランプリへ出走しました。スタート後は後方に待機し、３コーナー
手前から徐々に進出。巧みなコーナーワークで先頭に立つと、直線
では食い下がる２着馬を最後まで寄せ付けず、見事に重賞初制覇を
飾りました。

第 17 回 勝島王冠 S Ⅱ
優勝　キングストンボーイ号　[7歳セン馬]

本桐 ｜ 田上徹牧場生産
　同レース２連覇を懸け、吉原寛人騎手とのコンビで勝島王冠に出
走しました。レースでは道中を中団で進め、徐々にポジションを押
し上げる展開に。最後は逃げ粘る先行馬を力強い末脚で差し切り、
見事２連覇を達成。重賞４勝目を飾りました。

第 49 回 東京 2 歳優駿牝馬 S Ⅰ 
優勝　アンジュルナ号　[２歳牝馬]

鳧舞 ｜ 千里ファーム生産
　2025 年を締めくくる重賞・東京 2 歳優駿牝馬に、野畑凌騎手と
のコンビで出走しました。スタート直後から主導権を握ると、道中
は一度も先頭を譲らずレースを進行。最後の直線では、2 着馬をさ
らに突き放す力強い末脚を披露し、前走のローレル賞に続く連勝で
重賞 2 勝目を飾りました。

第 69 回 ニューイヤーカップ S Ⅲ
優勝　モコパンチ号　[ ３歳牡馬 ]

川上 ｜ 城地牧場生産
　南関東三冠路線への登竜門であるニューイヤー C に、秋元耕成騎
手とのコンビで出走しました。スタート後は最後方となりましたが、
慌てることなく着実にポジションを上げ、最終コーナーでは馬群を
割って力強い末脚を発揮。見事、重賞初制覇を成し遂げました。

第 31 回 プロキオンステークス G Ⅱ
優勝　ロードクロンヌ号　[ ５歳牡馬 ]

川上 ｜ ケイアイファーム生産

第 40 回 根岸ステークス G Ⅲ
優勝　ロードフォンス号　[ ６歳牡馬 ]

川上 ｜ ケイアイファーム生産
　重賞で惜敗が続いていた同馬は、前走に続き横山和生騎手とのコ
ンビでプロキオン S に出走しました。スタートをしっかり決めると、
先行馬を見ながら安定した走りでレースを進行。粘る逃げ馬をゴー
ル前でしっかりと差し切り、見事に重賞初制覇を成し遂げました。

　フェブラリー S の前哨戦である根岸ステークスに、横山和生騎手
とのコンビで出走しました。抜群のスタートで主導権を握ると、道
中は余裕を持って脚を温存。そして迎えたラスト 200m、一気のス
パートで前を行く馬たちをまとめて差し切り力強くゴールし、重賞
2 勝目を挙げました。

11/27
園田

12/31
大井

1/25
京都

2/1
東京

1/7
浦和

12/3
大井

三石産馬の活躍三石産馬の活躍
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　高齢化や担い手不足など、農業を取り巻く環境が大きく
変化する中、これからのＪＡみついしはどのような役割を
果たしていくのか。
　役員に今後の方向性と地域農業への想いを伺いました。

印
象
に
残
っ
て
い
る
組
合
員
の
声

Ｑ 

組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 「
農
協
と
し
て
営
農
を
始
め
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
ご
意
見
や
お
叱
り
の
言
葉
も
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
声
は
、
農
協
を
よ
り
良
く

し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
意
見
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

日
々
の
経
営
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

Ｑ 

ご
自
身
の
農
業
経
営
で
日
々
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

Ａ 

家
族
や
従
業
員
、
そ
し
て
農
協
で
あ
れ
ば
職
員
な
ど
、

人
を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
周
り
の
人

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
情
に
左
右
さ
れ
ず
、
冷
静
に
物
事
を
判
断

す
る
よ
う
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

個
人
と
し
て
の
貢
献

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
、
個
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
貢

献
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

ま
ず
は
一
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
農
協
の

利
用
を
第
一
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
若
手
・
中
堅
と
し
て
経
験
し
て

き
た
こ
と
を
、
今
後
は
次
の
世
代
に
還
元
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
誌
の
読
者
（
組
合
員
）
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
を
形
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
組
合
長
を
中
心
に
、
役
職
員
一
同
が
力
を
合
わ

せ
、
み
つ
い
し
農
協
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て

Ｑ 

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
農
協
と
し
て
今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
取
り
組
み
は
何
で
す
か
。

Ａ 

現
在
、
正
組
合
員
３
３
８
名
、
準
組
合
員
３
０
１
名

と
い
う
状
況
で
す
。
限
ら
れ
た
組
合
員
数
の
中
で
多
様

な
農
業
形
態
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
が
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
が
率
先
し
て

各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
な
農
業
形
態
を
あ
る
程
度
明
確
に
し
、

若
手
農
業
者
に
対
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
や
作
付
面
積

の
増
大
を
積
極
的
に
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
・
後
継
者
支
援
に
つ
い
て

Ｑ 

新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
、
後
継
者
支
援
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 

ま
ず
、
遊
休
農
地
や
不
耕
作
農
地
を
農
協
が
一
時
的

に
活
用
し
、
軌
道
に
乗
っ
た
段
階
で
希
望
者
へ
引
き
継

ぐ
と
い
っ
た
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
地
の
再
利

用
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
金
銭
面
で
の
支
援
や
土
地
の
利
用
調
整
、
農

業
形
態
ご
と
の
土
地
集
約
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
知

識
や
情
報
提
供
と
い
っ
た
農
業
的
支
援
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地
域
農
業
の
強
み
と
魅
力

Ｑ 

地
域
農
業
の
強
み
や
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。

Ａ 

こ
の
地
域
に
は
、
先
祖
代
々
続
く
農
家
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
経
験
や
知
識
が
し
っ
か
り
継
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
強
み
で
す
。
そ
れ
が
地
域
の
発
展
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
拓
さ
れ
た
先
人
の
方
々
の
土
地
を
有
効
活

用
で
き
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
地
域
の
大
き
な
魅
力
で

あ
り
強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
つ
い
て

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
変
化
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

一
番
大
き
な
課
題
は
、
や
は
り
組
合
員
の
高
齢
化
と
減

少
で
す
。
後
継
者
不
足
も
あ
り
、
収
益
の
減
少
や
取
扱
量

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
や
不
耕
作
農

地
の
活
用
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
は
も

ち
ろ
ん
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
種
馬
の
販
売
に
つ
い
て
も
、

販
売
手
数
料
な
ど
を
含
め
、
安
定
し
た
収
益
確
保
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
事
業
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ア
・
資
材
・
ス
タ
ン
ド
・

販
売
と
い
っ
た
各
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
収
益
に
結
び
つ
く
仕

組
み
を
構
築
し
、
安
定
的
な
黒
字
化
を
実
現
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

金
融
面
で
は
、
融
資
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
経
営
に
対
す
る
前
向
き
な
投
資
と
い
う
考
え
方
を
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
組
合

員
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
金
融
事
業
で
の
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
共
済
事
業
の
活
性
化
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
農
協
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
組
合
員

に
伝
え
、
信
頼
さ
れ
る
農
協
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
職
員

と
組
合
員
が
と
も
に
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
共
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未 来 へ つ な ぐ
農 協 の か た ち
〜 役員に聞く、
　   これからのＪＡみついし 〜

前田 宗将
令和 4 年 4 月　理事就任
令和 4 年 6 月　副組合長就任
経営体：軽種馬生産
株式会社前田ファーム 代表
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第１３回理事会　令和 7 年 12 月 25 日開催

【報告事項】
・定例報告
　行事報告・行事計画、各部実績報告
・11 月末組合員勘定残高について
【議　　案】

 １．組合員の加入・脱退・増口について
 ２．給与規程の一部変更について
 ３．10 月末定例監査に対する回答について
 ４．令和 8 年度 内部監査計画について
 ５．令和 8 年度 経営定期点検実施計画について
 ６．コンプライアンス・マニュアルの改定について
 ７．令和 7 年度 各生産者組織団体要望事項及び回答案について
 ８．農業経営ステップアップローンの貸付について
 ９．支援組合員等の年末精算見込みについて
１０．その他

第14 回理事会　令和 8 年 1 月 29 日開催

【報告事項】
・定例報告
　行事報告・行事計画、各部実績報告
・12 月末組合員勘定残高並びに組勘整理状況について
・第 44 回通常総会までの予定について
・12 月金融部門監査報告、及び次年度監査計画について
・内部監査受託（期中Ⅱ）に係る報告について
・令和 7 年度地区外組合員の農畜産物広域集荷に係る販売手数料見合いの支払いについて
【議　　案】

 １．組合員の加入・減口について
 ２．令和 8 年度 余裕金の運用方針及び運用方法について
 ３．役員報酬審議委員会からの答申書について
 ４．決算手当の支給について
 ５．固定資産の除却について
 ６．令和 8 年度 貸付金利率の最高限度の決定について
 ７．令和 8 年度 理事に対する貸付金（貯金・共済担保）の事前承認について
 ８．令和 8 年度 信用供与限度額の設定について
 ９．令和 8 年度 支援組合員・特定組合員の選定及び回収管理・離農整理について
１０．農家経済改善資金の貸付について
１１．職制規程の一部変更について
１２．道常例検査に係る検査指摘事項への改善・対応状況報告について
１３．令和７年度 各種共励会総会表彰（軽種馬部門）について
１４．その他

第1回理事会　令和 8 年 2 月 10 日開催

【議　　案】
１．組合員勘定の貸越極度額・供給限度額の承認について
２．12 月末自己査定結果と債務者区分について
３．その他

開催日 性別 頭数 平均体重 販売価格 平均価格 最高価格 最低価格 Ｋｇ単価 DAY 単価
12 月11日 去 32 325㎏ 23,064,000 720,750 864,000 448,000 2,214 2,439 

雌 28 299㎏ 17,443,000 622,964 741,000 453,000 2,066 2,066 
繁殖等 4 1,496,000 

合計　 64 313㎏ 42,003,000 675,117 

○ホクレン南北海道家畜市場
（単位：円、税別）

（単位：円、税別）

（単位：円、税別）

※最高価格：去）澤田 祐喜さん、雌）平野智紀さん

開催日 性別 頭数 平均体重 販売価格 平均価格 最高価格 最低価格 Ｋｇ単価 DAY 単価
1 月 14 日 去 22 353㎏ 17,492,000 795,091 868,000 705,000 2,252 2,693 

雌 28 311㎏ 18,160,000 648,571 731,000 505,000 2,087 2,103 
繁殖等

合計　 50 329㎏ 35,652,000 713,040 

※最高価格：去）畑端 俊樹さん、雌）沖田 佳人さん

個撰 共撰 合計 前年
本数（千本） 金額 本数（千本） 金額 本数（千本） 金額 本数（千本） 金額

11 月 222 27,809 239 39,171 461 66,980 402 60,101
12 月 103 12,622 53 5,474 156 18,096 111 19,787
1 月 50 6,133 7 480 57 6,613 68 10,132

1 月までの　　　　
累計

3,385 318,534 3,174 451,016 6,559 769,550 6,641 788,307

累計前年対比 98.8% 97.6%
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経営中期計画の振り返り① 
代表理事組合⻑ 澤⽥ 祐喜 

 経営中期計画の策定から２年が経過しましたが、当計画
は PDCA プロセスを繰り返すことで達成可能なものに洗練
されなければなりません。この評価を組合員の皆様に「⾒え
る化」することが肝要です。連載初回として、過去の当農協
の経営状況について振り返ります。分析においては AI を活
⽤していますが、参照するデータは総会資料など広く周知
されているもののみ抽出し、機密情報に配慮しています。ま
た、令和７年のデータは速報値で今後変動します。 

11.. 組組合合員員数数  
 過去 20 年の正・准組合員数のグラフは図図１１の通りです。こ
のグラフから読み取れることは「正組合員（農家）の減少」と
「准組合員の増加」が対照的に進んでいることです。平成 18 
年時点では 500 近い数値でしたが、令和 6 年には 300 台中盤
まで落ち込んでいます。これは、農業従事者の⾼齢化や後継者
不⾜による離農が進んでいる現状を反映していると考えられ
ます。 
 ⼀⽅で、サービス利⽤者（⾮農業者）である准組合員が増え
ていることから、組織の基盤が「⽣産者中⼼」から「地域住⺠
全体」へとシフトしていることが伺えます。典型的な地⽅の農
協（JA）が直⾯している「農業者の減少と、地域コミュニティ
組織としての変質」を明確に⽰しており、⽣産基盤である正組
合員が減る中で、いかに准組合員を巻き込んで組織を維持し
ていくかが、今後の課題となっています。 

 

22.. 預預⾦⾦・・貯貯⾦⾦・・貸貸付付⾦⾦  
 預⾦・貯⾦・貸付⾦の推移は図図２２の通りです。平成 27年以
降、⻘⾊の「貯⾦残⾼」（組合員から預かったお⾦）と灰⾊の

「預⾦残⾼」（信連などに預けているお⾦）は、期間を通じて
右肩上がりの傾向にあります。貯⾦と預⾦はほぼ連動して動
いており、⼿元への資⾦蓄積が順調に進んでいることがわか
ります。 
 ⼀⽅、貸付⾦（組合員へ貸しているお⾦）は貯⾦類とは対照
的に右肩下がりで推移しています。これを⾦融機関の経営指
標として捉えた場合、深刻な収益構造の課題が浮き彫りにな
ります。貸出⾦残⾼を貯⾦残⾼で割った桃⾊線の「貯貸率」は
平成 18 年で 33.5%あったものが、令和３年には 9.8%と著し
く低下しており、貸出⾦利息の減収が⼤きな問題となります。
貸出先がないまま貯⾦だけが増えることは、運⽤収益よりも
調達・管理コストが上回るリスクが⽣じたり、その地域や市場
に⼗分な資⾦が供給されていないことを⽰唆します。 
 これらの解決には貸出以外の新たな収益源を模索しつつ、
この地域の基幹産業である、軽種⾺、花き、⾁⽜・酪農におい
て、豊富な投資メニューを⽤意するなど、⽣産者に寄り添った
提案ができる農協の姿勢が必要となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.. 部部⾨⾨別別収収益益  
 部⾨別収益の推移は図図３３の通りです（データは額の⼤きい
部⾨を抽出したもの）。全体の収益は、平成 20〜22 年でピー
クを迎えた後、平成後期以降は 3億円付近で推移しています。 
●購購買買収収益益（上段濃紺⾊）：平成 30 年以降は１億円を超え、
現在の主要な収益柱となっていることがわかります。しかし、
これには世界紛争やコロナ禍による資材⾼騰などの背景があ
り、農業者の積極的な需要があったとはいえない状況です。 
●販販売売⼿⼿数数料料（上段⻘⾊）：期間内において 4〜5千万円を維
持しています。しかし、軽種⾺の市場は活況ではありますが当
農協への販売⼿数料には実⼊りがないこと、令和に⼊ってか
ら⾁⽜市場値が不安定なことから伸び悩んでいます。 
●預預⾦⾦利利息息（薄ピンク⾊）：平成 20 年付近は⼀定の収⼊源と
なっていましたが、その後はゼロ⾦利政策とコロナ禍を経て

 
図図１１ 正・准組合員数推移 
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図図２２ 預⾦・貯⾦・貸付⾦推移 
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減収しています。皆様から預かっているお⾦をより活かす⽅
法を考える時代にきています。 
●貸貸付付⾦⾦利利息息（濃ピンク⾊）：２節で述べた通り、貸付が旺盛
であった平成 20 年付近は 8千万円を超える収益がありました
が、それ以降は貸付⾦の減少に伴い２千万円と激減していま
す。貯貸率向上に向け、積極的な提案が必要です。 
●受受取取奨奨励励⾦⾦（ワイン⾊）：預⾦額の増額により信連からの奨
励⾦も増加していますが、近隣の信連代理店⼿数料と⽐べ有
意差が感じられず、信⽤部⾨を持つ農協として営業努⼒に⾒
合った額を要求していきます。 
●共共済済付付加加収収⼊⼊（中段紺⾊）：農業者が減少するなか、積極的
な推進を⾏い５千万円超を維持しています。引き続き、アドバ
イザー教育と正・准組合員のライフスタイルに寄り添ったメ
ニューの提案を実施する必要があります。 
●賦賦課課⾦⾦（⽔⾊）：令和 4年までは２千万円を上下する範囲に
収まっており、当組織にとって「経営の守り神」のような存在
でしたが、⼤部分は⽔活交付⾦にかかる賦課⾦であり、畑地化
という⼤転換があった令和５年をピークに以降は激減してい
ます。賦課⾦は通常、組合員から⼀定の基準で集める会費のよ
うな性質を持つため、経営上の「計算できる基礎体⼒」となる
ことから、賦課⾦の定義の⾒直しと理解を早急に⾏う必要が
あります。 
●そそのの他他：グラフにない項⽬において、営農施設関係の「トラ
クター利⽤料」も減少しています。主に軽種⾺・畜産農家の牧
草地更新にかかる作業料となりますが、⽔活交付⾦の減少に
よる各農家の草地更新に対する意欲の低下、天候に左右され
る作業のキャンセルなど不安定要素も多く、作業機の維持費
やオペレーター⼈員の確保が課題となっています。⾯積達成
があってこそ維持できるトラクター事業であり、良質な牧草
を作る重要性と地域の農地維持のため、組合員への利⽤をよ
びかける施策が必要となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44.. 農農畜畜産産物物販販売売額額  
 過去 10 年の農畜産物販売額の推移は図図４４の通りです。令和
4年には 40 億円の⼤台を突破し、全体として右肩上がりの成
⻑傾向にあります。 
 なかでも「軽種⾺」が、当地域の経済を牽引していることが
わかります。販売額シェアにおいて、平成 28 年は 10.6 億円
（28%）だったものが、令和 5 年には 22.4 億円（50%）と半
分を占めるまでとなりました。⼀⽅で近年は育成牧場での深
刻な⼈⼿不⾜が問題となっており、⽣産頭数の増加も相まっ
て「⾺の質」の低下を招くリスクがあることから、⾼度な技術
者の育成が急務となっています。 
 対照的に素⽜・肥育⽜（みついし⽜）の販売額は、かつては
軽種⾺に次ぐ⼤きな柱でしたが、インバウンド需要が⾼まっ
た平成末期にピークを迎えたあと、コロナ禍を経て、⽣産者の
減少と単価の下落が続き、近年はその規模が縮⼩しています。
「みついし⽜」については諸外国への輸出や企業とのタイア
ップなど、出⼝を増やすことで単価向上を⽬指しながら、⾼度
な⽣産技術を維持していく取り組みが急務です。 
 花きの販売額は 7〜８億円台を維持し、当地区において新規
就農者がもっとも多く活気のある安定した産業となっていま
す。市場が全国に渡ることから、輸送や品質維持にかかる問題
や、バラエティに富んだ供給が求められることから、⼀定の品
種において助成をするなど、他産地や市場動向を意識した⽣
産が必要となっています。 
 ⽶においては「令和の⽶騒動」から⼤幅な値上がりとなり、
農家の⽣産意欲も増加しましたが、今後は落差も予想され、引
き続き⾼品質⽶をアピールしつつ、貴重な⽔⽥を維持してい
くため、害獣対策やスマート農業が必須となります。 
 これからも軽種⾺産業を維持しつつ、⾁⽜、花きなどの他部
⾨とのバランス、あるいは「⾺産地」というブランドを活かし
た宣伝や販売⽅法の多⾓化が課題となるでしょう。 

 
図図３３ 部⾨別収益推移 
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図図４４ 農畜産物販売額推移 
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金融・生活店舗ご利用の
送迎サービスご案内

管理部
0146-34-2011 山田・鶴田まで

・歌笛川上方面は農協に来るときは町のコミュニティバスをご利用いただき、
　帰りは農協車でお送りいたします。
・富沢方面は農協車で送迎いたします（コミュニティバスの路線が無いため）。
・お申込みは電話での予約（前日月曜日）により運行し、予約が無い場合は
　運行はいたしません。

10 17 24 31
2821147

12

3月

5月
4月

運行日程｜毎週 火曜日

お申込み

燃料課 /谷川美香

JA みついしの
あの日、あの時

熊出没注意

農
協
職
員
資
格
認
定
試
験
に
つ
い
て

　

農
協
職
員
資
格
認
定
試
験
は
、
職
員
の

農
業
や
協
同
組
合
に
関
す
る
知
識
・
能
力

の
向
上
お
よ
び
専
門
知
識
の
習
得
を
目
的

と
し
た
資
格
認
定
制
度
で
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
職
員
も
、
こ
の
試
験
に
積
極

的
に
受
験
し
、
日
々
の
業
務
に
必
要
な
知

識
・
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
令
和
７
年
度 

資
格
取
得
試
験 

合
格
者

　

令
和
７
年
度
の
資
格
取
得
試
験
に
お
い

て
、
以
下
の
職
員
が
合
格
し
ま
し
た
。
取

得
し
た
資
格
を
活
か
し
、
今
後
も
さ
ら
な

る
業
務
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和７年度農協職員資格試験合格者

初級　佐藤 優太
上級　吉田 美菜　釣 麻緒

職員の資格取得状況
初　　　　　級 8名
中　　　　　級 9名
上　　　　　級 16名
特　　　　　級 1名
営　農　指導員 3名
農業経営診断士 1名
農協内部監査士 4名

部署

事務所

金融部

Aマート

資材店舗

給油所

営業時間変更のお知らせ
4月1日より営業時間が変更となりますのでお知らせします。

曜日

※事務所・金融窓口・ATMの営業時間変更はございません。

月 - 金
土曜日

月 - 金
土曜日

月 - 金
土・日
祝 日

月 - 金
土曜日
祝 日

月 - 金
土曜日
祝 日

夏期  4月-9月

8：30 - 17：00
8：30 - 12：00

9：00 - 16：00
9：00 - 14：00
（ATMのみ）

8：30 - 18：00
9：00 - 17：00
9：00 - 17：00

8：00 - 17：00
8：00 - 17：00
8：30 - 17：00

8：00 - 18：00
8：00 - 17：00
8：30 - 17：00

冬期  10月 -3月

8：30 - 17：00
8：30 - 12：00

9：00 - 16：00
9：00 - 14：00
（ATMのみ）

9：00 - 18：00
9：00 - 17：00
9：00 - 17：00

8：30 - 16：30
8：30 - 12：00

8：30 - 17：30
8：30 - 17：00

月 - 金　9：00 - 18：00
土曜日　9：00 - 14：00

現金自動支払機（ATM）
利用時間について
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今年も廃プラの
分別回収を実施します

4月 日木 9:30～12:00収集日程

収集場所
利用料旧歌笛支所敷地内 30円 /1kgあたり

（税別）

45円 /1kgあたり
（税別）

●各事項を参考にして必ず分別してお持ち込みください。
●未分別、混合は受付できません。返却させていただきます。
●「フッ素フィルム」「FRP 製品（タンク等）」「ビニールホース」は
　リサイクルが不能なため、対象外となります。

その他、ご不明な点は
JAみついし営農部営農施設課まで
お気軽にお問い合わせください。

0146-34-2011

農ビと農 PO・農ポリの分別方法

農ビの分別にあたっては、
このマークを目印にしてください。

農 PO、ノーポリと印字。
または何の印字もなし。

農ビ 農 PO ノーポリ

◇農ビと農ポリの分別を徹底願います。
◇基本的に昨年までと仕分け方法は変わりません。初めてご利用になる方や新たな種類の廃棄物がある方は仕分け方法を個別に農協へお問い合わせください。
◇農協では運搬に役立つフレコン袋を提供しております。ご希望の方は事前にお申し出いただいて早めにご準備ください。

・切り口が透明で、波が少ない。
・燃えにくく、刺激臭有り。
・柔らかく伸びがある。

・切り口が波を打ち、白化。
・よく燃える。ろうそくのような臭い。
・やや固くゴワゴワした感じ。

特徴 特徴

午前中のみ
開催

農業用プラスチック製品の仕分けについて

※土砂付きあるいは水分を含んでいる場合は、重量加算になり処理料が負担増となりますので、可能な限り除去してください。
※その他の廃プラスチックについては、お気軽にお問い合わせください。

下記のような縛り方が推奨です。

農業用ビニールの処理は、混ざりに細心の
注意をかけリサイクル処理しています。
混入にはお気をつけください。

農業用ビニール（農ビ（PVC））

PVC塩ビ管

パオパオ類

育養箱・育苗箱 育養箱・育苗箱 ポリコンテナ類 硬質プラスチック

水洗いを3回ほど繰り返しキャップは外してください。
キャップは硬質プラスチックへ仕分けして下さい。

PVCの塩ビ管は他の硬質と混ぜずにフレコン等
に入れ、長いものは切断して下さい。

パオパオは特殊なリサイクル方法で処理ます
ので、個別に袋かフレコンに入れて下さい。

硬質ボトル

硬質系プラスチック農業用ポリ
下記のような縛り方が推奨です。

農業用ポリ 遮光シート ブルーシートマルチフィルム

肥料用袋灌水/散水ポリチューブ 園芸用ポット

・フレコンバックに詰め込んで搬入も可能です。
・農業用ビニールの混在はお避け下さい。

(       )
農ポリ 塩ビ

16
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日頃から投稿をご覧いただいている皆さま、本当に
ありがとうございます。
日々の出来事や地域の話題、農業の魅力などを発信
してきましたが、たくさんの方に見ていただけてい
ることを大変うれしく感じています。
これからも、身近で親しみやすい情報をお届けして
いきますので、ぜひ引き続きご覧ください。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

FOLLOW US !


